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1.緒言

生分解性は次世代の繊維･高分子素材に求

められる最も重要な性質である｡近年､環境

ホルモンなど環境問題の深刻化に伴い､天然

高分子はその生分解性の利点から再び見直さ

れつつある｡本課題では､最近､我々が開発

に成功した天然高分子ポリイオンコンプレッ

クス(PIC)繊維[1,2]の生分解特1割こついて

調べた｡

2.実験方法

czapek液体培地ヒにキトサン-ジェラン繊

維(CGF)あるいはポリリシンージェラン繊維

(LGF)と上Lfjから単離系統保存した7種の

糸状菌(MILCOr, SP., Rhi_-OPILS. SP., Aspergt'/llLLll

oryzae. Curvulaf･ia. sp.. Pellict'llL'um citrt'llum, P.

caseico/lLm. C/adosport'um, sp.)胞子を加え､

静置培養しつつ繊維形状の崩壊および糸状菌
の成長を経時的に観察した｡また､糸状菌に

よる繊維の好気的分解に伴って発生する∴酸

化炭素を生化学的酸素要求量(BOD)法によ

って定量し､繊維の生分解率を測定した｡培

地として､炭素源であるスクロースの量を

1/3としたCzapek培地を用いた｡

3.結果と考察

7種の糸状菌胞子はいずれも､ CGFおよび

LGFに付着･発芽し､さらに繊維材料の表面

に根を張り成長した0 60日後には胞(-,養形成

も観察された｡糸状菌の成長に伴い､繊維形

状の崩壊が観察され､繊維の先端からの分解

あるいは繊維の切断が観察された(Fig. I) [3]o

P. caLS.et'columによる繊維の生分解率を定量

した結果､培養2週間後の分解率は､ CGFで

は40%､ PGFでは75%となったo　以l二の結果

は､ CGFおよびpGFがいずれも良好な環境牛

分解性を持つことを示している｡

現在､当研究室で新規に作成したpIC繊維
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[4]と､既に市販されている幾つかの牛分解

性プラスチックの′Ii'Jji角押上を比較するための

実験を継続中であるo　今後,非天然アミノ酸

の導入[5]により､生分解制御=J能なpIC繊維

の開発をtけ旨すLl　さらに､酵素等の生体成分

による分解とその制御へと研究を展開する｡
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